
      ２０１６年１０月３０日 主日礼拝   
     
礼拝開始：午前 11時                                           

-----------------------------------------------------------------------  

司    会 ：     平松章治兄 

祈    祷 ：                                 下岡晶子姉    

奏    楽 ：           小島明美姉 

賛   美 ：   新聖歌１７２「望みも消えゆくまでに」  

（御手の中で） 

３つの愛  

聖書箇所 ：   ルカによる福音書２０章１９節～２６節（１２４頁） 

                      （聖書朗読：深谷明美姉） 

音   楽 ：   大和ＣＣ聖歌隊＆アンサンブル（ＤＶＤ） 

メッセージ ：  「あなたの内のアイコン」  菅原 岳牧師 

賛美と献金 ：  新聖歌３５５「主とともに歩む」１・２・４節    
   

 

頌   栄 ：  あなたの御前には 

祝    祷                      

報    告   
------------------------------------------------------------------------ 

【瀬戸ニュース】 

◇ 11月２７日（日）は持ち寄り音楽祭ＰＡＲＴ９．5です。 

  今回は特別ゲストをお迎えせずに、レギュラーメンバー＋皆様    

で開催いたします！！出演者を募集いたします。 

◇ 献堂 10周年の記念誌を作成します。皆様のご協力をお願い 

いたします。出来るだけメールでの提出を期待いたします。 

◇ 祈祷会 木曜１０時半  リニューアル祈祷会 土曜１１時１５分 

◇  祝大  Aコース    Ⅱテモテ４章～ヘブル２章     

Bコース     エレミヤ書２７章〜エレミヤ書４２章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先週お亡くなりになられた三笠宮崇仁（たかひと）さまについて、天声人語

にはこのように書かれていました。 

戦時中は軍人として中国に赴任した。日本軍の中国への無理解や残虐行為

に幻滅し、軍の参謀の立場にありながら反省を求める内部文書をまとめた。日中

戦争が長引き、解決しない原因は「日本陸軍軍人の『内省』『自粛』の欠如と断

ずる」と書いた。危険文書と扱われたという▼将校たちが何かといえば、「これが大

御心だ」と昭和天皇を持ち出すのが納得できなかった。「つきつめてみると、結局

自分自身の『御心』だったわけですね」と、１９９４年に語った（「ＴＨＩＳ ＩＳ 読売」 

上記の内部文書とは「支那事変ニ対スル日本人トシテノ内省」です。宮内

庁参与として天皇家の相談役を務めた三谷太一郎・東京大名誉教授（８０）に

よれば、当時は言論が弾圧されていて、一般幕僚が大胆な発言をするのは難

しいので、皇族である自分があえて発言すると書いておられるそうです。以下は

三谷氏の言葉。 

皇族として特権的に自由を享受しえた立場から、日中戦争の現実を明快に

分析しています。つまり、三笠宮さまは戦後になってから、戦争の罪悪性について

言われたのではなく、戦争中から、満州事変以降の日本の軍事行動に対する強

い批判を、一貫して持っていた。 

  確かに一般人とは違うお立場ゆえに出来た発言だったのかもしれません。 

しかし、「空気を読まない事」は時に大きな勇気が必要です。 

  ユネスコが、エルサレムの神殿の丘についてのユダヤ人の関係を否定する

決議をしました（つまりそこにはユダヤ教の神殿なんて元々無かったとする驚

愕の歴史改ざんです）。様々な汚職と利権、そしてパレスチナ問題に対する偏

った世界の空気が、そのような横暴を許しているのでしょう。 

 「エルサレムの平和のために祈れ」（詩篇１２２篇）約３０００年前に記された聖書

の御言葉をクリスチャンが真剣に受け取らなければいけない時代が来ています！！ 

時には空気を読まないで。 

                                            担任牧師 菅原 岳      
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◇次聖日礼拝奉仕者 [平成28年11月6日]  

 

[説教：菅原岳牧師] 

[司会：赤塚敏郎兄・祈祷：大野 薫兄・聖書朗読：下岡晶子姉] 

[リード：米田 香 姉・アシスト：深谷明美姉・大神雄兄] 

[奏楽：米田 香 姉] 

[献金：大神久美姉・岡田久枝姉]  [受付：太田昌子姉] 

◇PA：平松章治兄、岡前順勝兄 ◇PPT作成：片岡洋一兄・菅原 岳牧師 

◇ホームページ編集：大神真伸兄  ◇ジョイキッズ＆分級 (9：30) 

 



    ◇ 定期集会  
・ 日曜礼拝   ：  午前10時50分～ 
・ ジョイキッズ ：  午前 9時30分～ 
・ 木曜祈祷会 ：  午前10時30分～ 
・ 土曜準備祈祷会 ： 午前 11時 15分～ 

 

◇ ご連絡 
・ 〒489-0909 瀬戸市みずの坂5-64 

・ 電話：0561-48-8899     FAX：0561-48-8890 

・ 主任牧師 ： 大川従道    担任牧師 ： 菅原 岳 

・ ホームページ ： http://setocalvarychapel.in.coocan.jp/ 
 

◇ 今後の予定 
・ １１月２０日（日）収穫感謝礼拝 

・ １１月２７日（日）持ち寄り音楽祭ＰＡＲＴ９．5 

・ １２月１７日（日） ジョイキッズクリスマス 

・ １２月２４日（土） クリスマス・イブ礼拝 

・ １２月２５日（日） クリスマス・ゴスペル礼拝（withゴスペル・スパローズ） 

・ ２０１７年１月１日（元旦） 初詣礼拝 （菅原牧師・生説教） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

２０１６年１０月３０日 
  瀬戸カルバリーチャペル 

『 わたしは心優しく、へりくだっているから、 

あなたがたもわたしのくびきを負って、わたしから 

学びなさい。そうすればたましいに安らぎが来ます。』 

マタイ 11章 29節 

365日の信仰宣言 

 

「私の家族は全員救われます」   

「日本にはリバイバルが始まっ

ています」 

「私も用いられます」 

「すべての問題は解決します」  

「することなすこと、みな成功

します」  

「私のまわりには奇跡が起こり

ます」 

「すべてのことを感謝します」  

「イエス様がご一緒ですから」  

「ハレルヤ主よ 感謝します」  

駐車場の使用についてのお願い 

みずの坂クリニック様の駐車場をご厚意で私達の教会は使用させて頂いております

が、基本的には第一駐車場は使用禁止です。特別な集会の時にのみ、お借りし

ています。通常の日曜日は第二・第三駐車場をご利用下さい。 

しかし常に第一・第三駐車場の屋根の下は駐車禁止です。徹底をお願いします。 

 

http://setocalvarychapel.in.coocan.jp/

